
○研究成果発表に関する規程 

（平成２６年１０月２３日規程第６８号） 

改正 平成２６年１１月１４日規程第７７号 
    

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、独立行政法人理化学研究所（以下「研究所」という。）の研究活動に従

事する者（以下「研究者等」という。）が、研究所の研究成果を国内外の出版物等（オン

ラインジャーナルを含む）に投稿、学会等における口述、その他の方法により発表すると

きの必要な事項について定める。 

（定義） 

第２条 この規程において「センター長等」とは、別表第１に掲げる者をいう。 

２ この規程において「研究管理職等」とは、決裁基準規程（平成１５年規程第２号）別表２

に掲げる研究成果発表の承認権限を有する者をいう。 

３ この規程において「研究室主宰者」とは、研究室、部、室、チーム、ユニットその他研究

活動を行うこれらに準ずる組織を主宰する者をいう。 

（発表前に必要な確認） 

第３条 研究者等は、研究成果を発表するときは、あらかじめ次の各号に定める事項の確認を

行わなければならない。 

（１）共同で発表するときは、一名もしくは複数名の責任者を決め、また共同発表者の責

任分担を決めること。 

（２）発表する研究成果の内容を確認し、研究者等が責任者である場合には、研究者等は、

全ての共同発表者が各々必要な範囲で研究成果の内容を確認したことを確認すること。 

（３）各々の責任分担の範囲において、発表する研究成果に使用された各種計測データ等

について、後に追跡可能な状態で保存されていることを確認すること。 

（４）研究成果を国内外の出版物に投稿することにより発表する場合は、当該出版物にお

いて定められている規定等を遵守していることを確認すること。 

（５）発表する研究成果において、引用が適切に行われていることを確認すること。 

（６）研究成果の発表により、特許等の出願及び取得への障害その他研究所の利益が損わ

れる恐れがないことを確認すること。 

（７）研究成果の発表について契約、協定等により相手方の同意を要するものについては、

その同意を得ていることを確認すること。 

（８）研究成果の発表により、その研究成果に寄与した第三者の権利を侵害する恐れがな

いことを確認すること。 

（９）研究成果作成過程において偽造、ねつ造、データ改ざん、盗用等を行っていないこ

とを確認すること。 

２ 研究者等は、前項に定める各々の確認を行ったことを別に定める様式に記録しなければな

らない。 

３ 前項の記録は、当該の研究成果を発表した後、研究所が原則として５年間保管する。 

（承認申請） 

第４条 研究者等は、研究成果を発表するときは、あらかじめ研究室主宰者の承認を得なけれ

ばならない。 



２ 前項に関わらず、研究成果を発表する者が研究管理職等である場合は、自らがその承認を

行うこととする。 

３ 研究管理職等のうち研究室等の主宰者としての経験（研究所外での経験を含む。）が１年

未満の者が、研究成果を発表するときは、前２項によらず、センター長等が、承認を行う

ものとする。 

４ 前３項の他、研究者等の所属するセンター等において別に手続きが定められている場合は、

当該手続きも経るものとする。 

（承認） 

第５条 前条第１項から第３項の承認を行う者（以下「承認者」という。）は、研究者等が第

３条第１項の事項を確認したこと及び発表原稿その他関係資料を確認し、研究成果の発表

について承認を行う。 

２ 承認者は、研究者等が第３条第１項の事項の確認を行っていないときは、承認を与えない

ものとする。この場合において、承認者は、文書（電子メールを含む。）をもってその旨

を研究者等に通知する。 

（発表後の届出） 

第６条 研究者等は、研究成果を発表した後は、第３条第２項で定める記録とともに、速やか

に情報基盤センター総括ユニットに届け出るものとする。 

２ 研究成果が複数の研究室等にまたがる場合は、協議の上、当該研究成果を発表する研究者

等のうちの１人が、前項に定められた手続きを行う。 

３ 第１項で届け出られた記録は、研究成果を発表した後、情報基盤センター総括ユニットに

おいて原則として５年間保管する。 

（その他） 

第７条 この規程に定めるもののほか、研究成果発表に関し必要な事項は、別に定めることが

できる。 

附 則 

この規程は、平成２６年１１月２５日から施行する。 

附 則（平成２６年１１月１４日規程第７７号） 

 
 

この規程は、平成２６年１１月２５日から施行する。 

  



別表第１（第２条関係） 

センター等 センター長等 

創発物性科学研究センター センター長 

光量子工学研究領域 領域長 

環境資源科学研究センター センター長 

生命システム研究センター センター長 

多細胞システム形成研究センター センター長 

脳科学総合研究センター センター長 

統合生命医科学研究センター センター長 

バイオリソースセンター センター長 

ライフサイエンス技術基盤研究センター センター長 

計算科学研究機構 機構長 

放射光科学総合研究センター センター長 

仁科加速器研究センター センター長 

HPCI計算生命科学推進プログラム プログラムディレクター 

新興・再興感染症研究ネットワーク推進

センター 
センター長 

情報基盤センター センター長 

イノベーション推進センター センター長 

創薬・医療技術基盤プログラム プログラムディレクター 

バイオマス工学研究プログラム プログラムディレクター 

予防医療・診断技術開発プログラム プログラムディレクター 

研究室等組織・運営細則

（平成２５年細則第６

号）に定める研究室等  

左記細則第３条

から第７条に規

定する組織  

それぞれの研究室主宰者 

（ただし、研究室等の主宰者としての経験（研

究所外での経験を含む。）が１年未満の者に対

しては、理事長が指名する者とする。）  

グループディレ

クター  
グループディレクター  

クラスタ長  クラスタ長  

 


